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資料３   

岡山県立図書館第３次中期サービス目標 

さんさんサービスプラン 目標達成度評価シート＜令和２年度＞ 

 

＜５つの基本的性格＞ 

（１）県民に開かれた図書館 

基本指標 令和２年度実績 

来館者数 平成２４～２６年度実績平均：１,０５９,５１７人 ７６１,１４４人 

個人貸出冊数  平成２４～２６年度実績平均：１,４４２,５８４冊 １,１４９,３８２冊 

登録者数 平成２６年度末累計：２２６,６１６人 ２８５,８８８人 

登録率（人口１００人当たり）平成２６年度末：１１.８人 １５.０人 

来館者アンケート利用者満足度 平成２６年度：９３.３％ ９４.４％ 

○資料・情報の提供 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①来館者サービスの向上 

 豊富な蔵書を基盤に、企画展示、レファレ

ンスサービス等を行い、来館者と資料を結ぶ

積極的働きかけを行います。また、案内表

示、サイン、検索端末の利用環境等の整備

や、施設・設備の点検、修理に努めます。な

お、利用者の自発的なマナー向上を、キャン

ペーン等を通して働きかけます。 

[主な成果] 

・新型コロナウイルス感染拡大により、４月末から５月初

めまで臨時休館したり、７月末まで各種イベントを中止

したりするなど、利用者サービスを制限することになっ

た。 

・令和３年２月の図書館総合システム更新の際に、自動貸

出機を児童資料部門にも１台増設したことで、カウンタ

ーの混雑緩和につながっている。 

・平成２５年度に開始したマナーアップキャンペーンを継

続実施し、利用者マナー向上を図った。 

[課題] 

・新型コロナウイルス感染症対策を図りつつ、より多くの

県民に来館され、快適に利用していただけるよう、利便

性の向上と利用環境の改善に努める。 

【指標】蔵書回転率(貸出冊数÷蔵書冊数) 

    ：最終年度に１.０以上 

【指標】蔵書回転率：０.７３（Ｒ元：０.９０） 

 

②ユニバーサルデザインの視点に立ったサー

ビス 

 誰にでも使いやすい利用環境の改善を進め

るとともに、障害者サービス等において県内

公共図書館や関係機関との連携の一層の強化

を進め、効果的なサービス展開を図ります。 

 

 

 

 

[主な成果]  

・障害がある方への読書支援について講座を行った際に、

当館所蔵のＬＬブックやマルチメディアデイジー、布絵

本、読書支援用機器の展示を行い、利用促進を図った。 

・当館所蔵資料に加え、録音図書などを提供するネットワ

ーク「サピエ図書館」を活用した資料提供や対面朗読サ

ービスを行った。 

[課題] 

・誰にでも使いやすい利用環境の改善とともに、各種サー

ビスを有効に活用いただけるよう周知に努める。 

【指標】障害者向け資料貸出冊数：毎年度     

６,０００冊以上 

【指標】障害者向け資料貸出冊数：５,６０８冊 

    （Ｒ元：５,３６６冊） 
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③非来館型サービスの向上 

 全県域へのサービス提供の拡大のため、県

内公共図書館等の協力を得ながら、非来館型

サービスを充実します。遠隔地利用の利便性

の周知を行い、利用の拡大を図るとともに、

利用者登録が全県域に拡大する好循環へと結

び付けます。 

 

 

 

[主な成果] 

・当館資料の他館受渡冊数が７１,５２０件（Ｒ元：７３,

７６３件）と高い水準を維持し、引き続き非来館者の利

便性向上に寄与している。 

・県内公共図書館の協力を得て、現在２６市町村の６４施

設で県立図書館の利用者登録の受付けが可能となってい

る。 

[課題] 

・他館受渡しは、他館の協力が不可欠であるため、他の取

組とも併せ、Win－Winの関係を構築・維持していくこと

が重要である。 

【指標】インターネット予約貸出冊数：毎年    

度個人貸出冊数の１２％以上 

【指標】インターネット予約貸出冊数：１８.４％ 

    （Ｒ元：１３.９％） 

○県民参加による図書館づくり 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

④公聴広報活動の推進 

 公聴活動については、既存の取組のほか、

インターネットによるアンケートや県内公共

図書館でのアンケート等を通して、非来館者

や未利用者を含めたニーズを幅広くつかむよ

うに努めます。広報活動については、既存の

取組のほか、県内公共図書館、博物館、美術

館等の行事に合わせた利用広報や、関係機関

への案内送付を行い、利用拡大を図ります。

なお、有料施設について、県民の生涯学習活

動に活用してもらえるよう、広報による利用

拡大を図ります。 

 

[主な成果] 

・県立記録資料館の企画展示に合わせた展示を行うととも

に、公民館や見学で来館した小中学校にイベントチラシ

を配付して、利用拡大を図った。 

・ＳＮＳ（facebook、twitter）を活用し、ほぼ毎日の頻度

で情報発信に努めた。 

・バックヤードツアーのコース内で有料貸出施設を紹介

し、利用拡大に努めた。 

・全庁共通システムを利用してアンケートを行い、県職員

から図書館利用についての意見を聴取した。 

[課題] 

・新型コロナウイルス感染拡大などの緊急事態で休館にな

った場合、情報発信を積極的かつ速やかに行う必要があ

る。 

⑤図書館の魅力を伝えるイベントの開催 

 図書館の魅力を伝え、資料・情報の提供に

つながるイベントを、様々な主体とも連携し

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[主な成果] 

 「県立図書館フェスタ」や、主題別６部門ごとに企画す

る「とことん活用講座」等主催事業のほか、次のような

イベントを実施した。 

・放送大学岡山学習センター、岡山県生涯学習センター、

岡山県古代吉備文化財センターとの連携による公開講座 

・おかやまインキュベータ協議会等との連携によるビジネ

ス支援イベント 

[課題] 

・新型コロナウイルスなど感染症に配慮したイベントを企

画し、普段図書館を利用しない層の掘り起しにつながる

イベントや連携主体について引き続き情報収集、働きか

けに努める。 

⑥県民との協働の推進 

 ボランティアの受入れと、研修による資質

向上を図ります。また、読書グループや読書

ボランティアの調査結果等を基に、地域にお

[主な成果] 

・当館の新規登録ボランティアを対象に養成講座を実施し

たほか、他館も含め広く図書館ボランティアを対象とし

てスキルアップ講座を開催するとともに、他館からの要
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ける読書ボランティアの養成に際して、講師

紹介や助言等による支援を行います。 

 

請を受け講師の紹介や助言を行った。 

・「岡山県内読書グループ・読書関係ボランティア調査」

（隔年）を実施し、とりまとめ結果を公表した。 

⑦郷土資料の寄贈受入及び郷土情報募集事業

の推進 

 県民の参加意識を高めることによって、取

組を積極的に進め、価値ある郷土資料・情報

の提供につなげます。 

 

 

 

[主な成果] 

・県民等から５,０００点を超える郷土資料の寄贈を受け入

れた。また、郷土情報募集事業では、動画、校歌など、

県民や学校から提供のあったコンテンツ１８点を登録

し、ホームページ上で公開した。 

[課題] 

・市町村や県民の協力も得ながら、郷土資料の網羅的収集

を継続していくことが重要である。 

評価 

昨年度末からの新型コロナウイルス感染症による影響が大きく、来館者数は開館

年度を除いて過去最低となった。また、個人貸出冊数の減少幅は比較的抑えられて

いるが、開館年度を除いて過去３番目に少ない結果となった。しかし、利用者アン

ケートでは前年度に引き続き高い満足度を得ることができた。このほか、インター

ネット予約貸出冊数は、館内での滞在時間を減らす動きがあったと思われ、目標を

上回り過去最高となる高水準となった。 

３ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 

 

（２）県域の中枢となる図書館 

基本指標 令和２年度実績 

協力レファレンス件数 平成２４～２６年度実績平均： 

１,７４７件  

 

８６３件  

○県内公共図書館の振興 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①県内公共図書館への支援の推進 

 自治体の財政難に伴う図書館資料費の削減

が続く中で、既存の支援事業に引き続き取り

組みます。このうち、対応する目標設定及び

取り組みとして、「晴れの国おかやま生き活

きプラン」に掲げられている指標「県民が公

立図書館から借りた本の数」の目標達成のた

めの統一イベントやキャンペーンを実施しま

す。また、日常的な図書館運営に関する様々

な相談に対応し、情報交換できる環境を整備

します。その一環として、全自治体への巡回

相談事業を継続して実施します。図書館のな

い自治体へは、図書館設置の働きかけを行う

とともに、求めに応じて助言を行います。既

設置自治体へは、地区館の設置等により、サ

ービスの空白地帯の解消が進むように助言し

ます。 

[主な成果] 

・利用マナーに関するトラブルが問題となっていることか

ら、県内図書館に呼びかけ「マナーアップキャンペー

ン」を統一イベントとして実施した。 

・館長、担当者を対象とした会議や研修会、図書館協力ニ

ュースの発行、巡回相談等を通して、情報交換・提供、

助言を行った。 

[課題] 

・引き続き、未設置自治体への設置、既設置自治体への地

区館設置など、図書館サービス空白地帯の解消に向け、

情報提供や助言等必要な支援を行う。 

 

【指標】県内公共図書館への協力貸出冊数：    

毎年度４万冊以上 

 

【指標】県内公共図書館への協力貸出冊数： 

３２,３０７冊（Ｒ元：３３,８２６冊） 
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【指標】県内公立図書館の県民１人当たり個    

人貸出冊数：最終年度に７.０冊以上 

【指標】県内公立図書館の県民1人当たり個人貸出冊数： 

    ５.９５冊（Ｒ元：６.６０冊） 

 

②図書館に関する調査とその公表の推進 

 定例の取組を継続するとともに、ニーズや

重要性を見極めたきめ細かい調査を行い公表

します。 

 

 

[主な成果] 

・人口規模別に県内公共図書館と全国の図書館のサービス

目標を比較した「自治体別指標」を取りまとめ、各館の

計画策や予算要求等に活用された。 

・指定管理者制度、障害者サービスなど調査を行い、結果

を提供した。 

○図書館職員の力量の向上 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

③図書館職員研修の充実 

 研修についてはより実践的な内容とし、研

修実施後、内容を各館に情報提供し情報共有

できるよう配慮します。また、講師派遣制度

の充実を図ります。 

 

 

 

[主な成果] 

・図書館職員研修では、新型コロナウイルスの影響により

基本的な研修しか実施できなかったが、概ね高い満足度

を得ることができた。また、要請を受け４回講師を派遣

した。 

[課題] 

・県内図書館では、開館日数の増加や時間延長、非正規雇

用が進む中、職員のスキルの維持・向上に必要な研修機

会の確保が課題である。 

・新型コロナウイルスの影響により、来館での研修が難し

い状況にあるため、内容によってはオンラインでの対応

を検討する必要がある。 

④岡山県立図書館職員の専門性の向上 

 県域の公共図書館の支援を行うという広い

視野に立って取り組み、成果は講師派遣制度

に活用します。 

[主な成果] 

・６つのグループを組織し、テーマに沿って研究を進め

た。研究で得られた成果は、県内公共図書館等への講師

派遣事業に生かすことができた。 

○図書館ネットワークの拡充・強化 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

⑤県内図書館等とのネットワークの推進 

 県内公共図書館等と協力しながら進めると

ともに、大学図書館等との間で、専門的な資

料の相互貸借等を行い、連携の拡大を図りま

す。また、県域の広域ネットワークの構築、

運営の支援に努めます。 

[主な成果] 

・県内公共図書館等を接続する横断検索システムによる蔵

書検索件数が１１９万件（Ｒ元：約１１７万件）を超

え、多くの方に利用されている。 

・県内公共図書館、大学図書館等３７施設に週２回、学校

図書館等１１２施設に週１回の資料搬送を行った。 

[課題] 

・厳しい財政状況の中、物流コストの高騰が大きな課題と

なっており、搬送システムの維持のため、制度の見直し

も含めた在り方の検討が必要である。 

・横断検索システムへの接続ができていない大学図書館に

対し、説明や働きかけを行い、ネットワークの拡充を図

る必要がある。 

⑥県外図書館等とのネットワークの推進 

 新しい技術動向に対応しつつ、全国的ネッ

トワークの地域拠点機能を果たし、県外図書

[主な成果] 

・国立国会図書館のレファレンス協同データベース事業に

登録し、累計登録件数は３,４０４件となった。平成２０
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館との協力関係を維持します。 年度以降１２年連続で国立国会図書館長から感謝状を受

けた。 

評価 

 協力レファレンス件数は、新型コロナウイルス感染症対策のため、県内の市町村

立図書館の休館が相次いだことも影響し、西日本豪雨被害の影響により９０８件だ

った平成３０年度をさらに下回り、基本指標としていた１,７４７件には及ばなかっ

た。また、県内公共図書館への協力貸出冊数及び県内公共図書館の県民１人当たり

個人貸出冊数も目標を下回った。 

２ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 

 

 

（３）調査・研究センターとしての図書館 

基本指標 令和２年度実績 

レファレンス件数 平成２４～２６年度実績平均：６９,２４８件                 ７８,７０３件 

○主題別６部門制による調査・研究支援 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①主題別６部門の連携による調査・研究支援

の充実 

 高度なレファレンスに対応できる職員を配

置して、各部門の専門性を維持するととも

に、関係専門機関とも連携しながら、利用者

の調査・研究を支援します。交通文化資料に

ついては、魅力ある企画展示を行ったり、二

次資料を工夫したりして、利用の拡大を図り

ます。 

[主な成果] 

・専任職員を配置した主題別部門制による資料提供によ

り、利用者の目的達成度９６.８％(Ｒ元：９４.２％)、

職員対応満足度９７.３％(Ｒ元：９７.５％)という高い

水準を維持することができた。 

・各部門において、年間を通じ、関係機関の協力も得なが

ら、利用者の興味・関心を引く展示等を行った。 

②レファレンスの充実 

 主題別６部門制に基づく専門性の高いレフ

ァレンスを行い、レファレンスデータベース

へ登録するほか、レファレンスツールとして

のブックリスト、調べ方案内等の作成・更新

に取り組み、館内のみならずホームページ上

でも提供します。 

[主な成果] 

・レファレンスデータベースに１８５件を登録した。 

・各部門のテーマ展示や関係機関との連携展示に合わせ

て、ブックリストを作成し、ホームページ上で公開し

た。 

【指標】レファレンスデータベース登録数：    

毎年度１８０件以上 

【指標】レファレンスデータベース登録数：１８５件 

    （Ｒ元：１９４件） 

○課題解決支援機能の充実 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

③ビジネス支援の充実 

 創業・起業を考える人、キャリアアップを

目指す人、就職を考える若者等に、豊富な蔵

書を基盤とした支援を継続します。また、県

内中小企業の業務改善を支援します。以上の

取組を通して、関係機関との連携を図りなが

ら、「晴れの国おかやま生き活きプラン」・

重点戦略Ⅱ・地域を支える産業の振興に寄与

します。 

 

[主な成果] 

・関係機関と連携し、プレインキュベーションセミナー、

創業相談会（県産業振興財団）を開催した。 

[課題] 

・新型コロナウイルス感染拡大の影響でイベントが中止と

なり、受講者も減少した。今後は、県立図書館の持つ機

能をより有効に活用できるように、オンラインでの情報

提供も考慮しながら、各機関と連携・協働を図って推進

していく必要がある。 
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【指標】連携セミナー受講者のうち創業した    

人数：毎年度１０人以上 

【指標】連携セミナー受講者のうち創業した人数：０人 

    （Ｒ元：１人） 

④身近な課題解決支援の充実 

 ニーズを踏まえた課題解決支援を行い、図

書館を身近な存在として認知してもらえるよ

う取り組みます。 

 

 

 

 

[主な成果] 

・利用者アンケートによると、「職員の対応」、「資料の

量や種類」といった項目で肯定的な回答が９割を超えて

おり、高い水準を維持することができた。 

[課題] 

・新型コロナウイルスの感染拡大など、新たに生じるよう

な地域課題に対して、より迅速に有用な情報を提供でき

るように努める必要がある。 

評価 

  連携セミナー受講者のうち創業した人数については、景気動向の影響も考えられ

るが、対象となる事業が減少した後に新規の連携事業を開拓できていないこともあ

り、大幅に目標を下回っている。レファレンス件数は、７８,７０３件と大きく減少

しているが、レファレンスデータベース登録数は目標を達成した。 

 ２ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 

 

 

（４）デジタルネットワークに対応する図書館 

○デジタル岡山大百科の充実 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①郷土情報ネットワークの充実と利用促進 

 郷土情報募集事業や関係機関との連携強化

等を通して、価値ある郷土情報の蓄積や、デ

ジタル絵本のような特色あるコンテンツ形成

に努めるとともに、活用方法を広報します。

デジタル化においてはメディア工房支援ボラ

ンティアと連携します。 

[主な成果] 

・「岡山英語学校概則」、「備中高松城水攻史蹟案内記」

など、当館のみが所蔵する郷土資料を中心にデジタル化

し、２５点を「郷土情報ネットワーク」に登録した。 

②レファレンスデータベースの充実 

 県内公共図書館等と連携しレファレンス事

例の充実を図るとともに、図書館の代表的な

サービス機能であるレファレンスを具体的に

提示していきます。 

[主な成果] 

・レファレンスデータベースに１８５件を登録した。 

 

【指標】レファレンスデータベース登録数：    

毎年度１８０件以上【再掲】 

【指標】レファレンスデータベース登録数：１８５件 

    （Ｒ元：１９４件） 

○デジタルネットワークの活用 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

③外部から導入して提供するデータベースサ

ービス等の利用促進 

 直接来館することによってはじめて利用で

きる当該サービスを周知し、利用促進を図り

ます。 

 

 

 

[主な成果] 

・新型コロナウイルス感染拡大により、令和２年度は情報

支援ボランティアの活動を中止せざるを得なくなった。

そのため、外部講師を招いてのオンラインデータベース

活用講座及び情報支援ボランティアによるオンラインデ

ータベース活用講座の開催を見送った。 

[課題] 

・データベース利用促進のため、利用者に気軽に短時間で
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 データベースに触れてみる機会をつくる必要がある。 

【指標】外部から導入して提供するデータベ    

ースサービス等の利用者数：毎年度９００人

以上 

【指標】外部から導入して提供するデータベースサービス

等の利用者数：１,３８９人（Ｒ元：１,８１３人） 

 

④サピエ図書館等の活用の推進 

 取組を一層進めるとともに、県内公共図書

館へノウハウを提供しながら、全県域での障

害者サービスを充実させます。 

 

 

 

 

[主な成果] 

・録音図書などを提供するネットワーク「サピエ図書館」

に加え、国立国会図書館の視覚障害者等用データの送信

を受けることができる施設として承認されたことによ

り、サピエ図書館のサービス停止時でも国会図書館のデ

イジー図書の提供が可能となり、利用者の利便性の向上

を図ることができた。 

・障害者サービスに関し、県内公共図書館、関係機関等の

視察を受け入れ、助言や情報提供を行った。 

【指標】サピエ図書館データのダウンロード        

点数：毎年度 ５,０００点以上 

【指標】サピエ図書館データのダウンロード点数： 

    ４,９００点（Ｒ元：４,７９８点） 

⑤電子書籍サービスの導入等の検討 

  電子書籍サービスの導入については、公共

図書館向けコンテンツ数の不足、費用対効果

の低さ等、外部環境が熟していないため実現

していませんが、環境の変化を注意深く見極

めつつ、引き続き検討していきます。なお、

デジタルネットワークを活用した外部の情報

メディアの導入を図っていく中で、アクセス

コーナーやＡＶコーナーについて、今後の望

ましい在り方を検討します。 

 

[主な成果] 

・１１月２６日からアクセスコーナーのインターネット検

索サービスを、固定端末からタブレット端末へと変更し

た。そのため、館内のどの場所でもインターネットで調

査研究が可能となり、書籍と並行して使用する利用者が

増えた。また、固定されていないため、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響を受けることなく、全台を利用者に

提供することができた。なお、情報支援ボランティアに

よる情報検索支援の代替として、カウンター職員が端末

の使用方法や検索支援を積極的に行った。 

[課題] 

・電子書籍サービスの導入については、環境の変化を注意

深く見極めつつ、引き続き検討していく必要がある。 

・タブレット端末に不慣れな方への支援が必要である。 

・次年度の更新に向けて、新しいＡＶコーナーについて検

討が必要である。 

評価 

 サピエ図書館データのダウンロード点数については目標にわずかに及ばなかった

ものの、レファレンスデータベース登録数、外部から導入して提供するデータベー

スサービス等の利用者数は目標を上回った。 

 ４ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 
 

 

（５）資料保存センターとしての図書館 

基本指標 令和２年度実績 

新刊図書の購入冊数   平成２４～２６年度実績平均（１億２千万

円に割り戻し）：３１,０００冊 

                 ３０,５２５冊 
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○資料の収集 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①新刊図書の効率的な収集 

 県民及び県内図書館からの高度化、多様化

する資料要求に応えられるように、新刊図書

の効果的な収集と、効率的な予算執行に努め

ます。 

 

 

 

 

 

[主な成果] 

・平成３０年度以降の資料整備費２０００万円減額や、消

費税増税の影響、執行保留に伴う予算額の増減などがあ

ったが、資料収集基準に基づき、効率的な予算執行に努

めた結果、令和２年度の新刊図書収集率は４８.０％とな

り、令和元年度の４８.２％とほぼ同水準を維持できた。 

[課題] 

・引き続き、利用者ニーズを踏まえながら、市町村立図書

館での購入が難しい資料など、県立図書館として所蔵す

べき資料の収集に努める。 

②郷土資料の収集の促進 

 郷土資料の収集については、量的充実と合

わせ、未所蔵資料の遡及収集に全力で取り組

みます。購入や寄贈のほかに、資料の必要性

に応じて、他館所蔵資料の複製やデジタル媒

体の印刷製本等の柔軟な方法で収集します。 

 

 

 

 

[主な成果] 

・現在発行されている郷土資料については、県内市町村に

協力を求めるとともに、雑誌や新聞記事等の出版情報を

基に積極的に収集した。 

・古書については、古書目録や古本市、インターネット等

の情報を得て効果的な選定に努めた。 

・行政資料を中心に、デジタルデータでしか入手できない

ものについては、プリントアウト・製本して資料化し

た。 

[課題] 

・郷土資料の網羅的収集を継続していくことが必要であ

る。 

【指標】郷土資料蔵書冊数：最終年度に１５    

万冊以上 

【指標】郷土資料蔵書冊数：１５３,４７１冊 

    （Ｒ元：１４７,１７６冊） 

○資料の保存 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

③県域の資料保存センター機能の充実 

 県域の資料保存センターとしての機能を果

たすため、受入資料については原則として永

年保存します。また、県内公共図書館等の移

管資料の受入れを行うとともに、寄贈資料の

円滑な受入、保存に努めます。 

[主な成果] 

・寄贈・移管資料として、１０,１０２冊（うち市町村立図

書館等１,２０４冊）を受け入れた。 

[課題] 

・引き続き、寄贈・移管された資料を効率的かつ迅速に受

け入れるため、書庫や保管スペースを確保しておく必要

がある。 

④長期保存対策の推進 

 長期保存の優先度合いの高い郷土資料

（ａ.貴重書の絵図、地図 ｂ.県の行政資料 

ｃ.和装本のうち岡山との関係が深いもの）

のデジタル化を、メディア工房支援ボランテ

ィアと連携しながら行うとともに、郷土情報

ネットワークへのデジタルアーカイブを行

い、保存と利用を両立させるよう努めます。 

[主な成果] 

・長期保存の優先度合いの高い資料について、著作権保護

期間が過ぎて、利用頻度の高い資料を中心にデジタル化

するとともに、デジタル岡山大百科へ登録し、利用に供

した。  

[課題] 

・貴重な資料の長期保存と利用促進の観点から、引き続

き、計画的にデジタル化を進める必要がある。 

【指標】デジタル化した郷土資料点数：毎年    

度１０点以上 

【指標】デジタル化した郷土資料点数：２５点 

    （Ｒ元：２５点） 
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評価 

 新刊図書の購入冊数・率は、効率的な予算執行に努めた結果、３０,５２５冊・４

８.０％となり、前年度とほぼ同水準を維持できた。また、郷土資料蔵書冊数が前年

度から約６,０００冊増加し伸びが見られるとともに、デジタル化した郷土資料点数

は目標を大きく上回った。 

４ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 
 

 

＜重点プログラム＞ 

（１）子ども読書プログラム 

○子ども読書活動推進センター機能の充実 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①子どもの読書に関する調査・研究の支援の

推進 

 全点収集児童図書は、巡回展示や特別貸出

し等によって、活用の促進を図ります。ま

た、関係者や関係機関に対して、サービスの

実態や取組等に関する様々な情報を、ホーム

ページ等で提供します。 

[主な成果] 

・新刊児童図書の全点購入や児童図書研究書の購入を継続

し、充実した児童図書研究環境を提供することができ

た。 

・児童図書研究室内で中央教科書センター丸の内分館を運

営し、通年、現行教科書の展示を行った。 

 [課題] 

・新刊児童図書の全点購入や児童図書研究書の積極的収集

を継続し、子ども読書活動推進センター機能の一層の充

実を図る必要がある。 

②子どもの読書に関わる研修・普及啓発活動

の推進 

 研修の形態は、講義のみならず、事例発

表、連絡会、交流会等の多様な形態を取り、

その内容を実践的なものとします。また、読

書ボランティア団体等の取組を引き続き支援

します。 

[主な成果] 

・市町村立図書館職員、学校図書館職員及びボランティア

を対象として、タイムリーかつ参加者ニーズを踏まえた

テーマにより各種研修会を開催するとともに、公共図書

館等主催の研修講座に講師を派遣するなど、図書館関係

者の資質向上に取り組んだ。 

・岡山県子どもの読書活動推進連絡会をオンラインで開催

し、図書館、学校、ボランティア等関係者が連携・協働

の下、種々の取組を推進する機会とした。 

[課題] 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来館での

研修が難しい状況にあるため、内容によってはオンライ

ンでの対応を検討する必要がある。 

③子どもへのサービスの充実と郷土岡山を大

切にする心の育成 

 資料の充実を図るとともに、読み聞かせ、

ストーリーテリング等の行事を、児童サービ

ス支援ボランティアと連携しながら行いま

す。保護者の読書相談にも対応します。中高

生の利用促進については、ティーンズコーナ

ーの運営や、中高生に必要とされるブックリ

スト、調べ方案内の作成、提供等を通して取

り組むとともに、中学校、高等学校の学校図

書館と連携しながら進めていきます。また、

[主な成果] 

・ティーンズコーナーにおいて、高等学校等１８校の参加

による企画展示や「でーれーＢＯＯＫＳ」等学校図書館

活動の取組を紹介するとともに、寄せられたメッセージ

をホームページ上で公開した。 

・おはなし会参加者を対象に、平成２８年７月に開始した

「岡山クイズ」を引き続き実施した。 

[課題] 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、７月末ま

でのイベントをすべて中止したほか、再開後のイベント

定員を半数にしているが、今後も参加者の安全を図りな



- 10 - 

 

対面朗読室を活用した朗読サービスや、録音

図書の提供等によって特別な支援を必要とす

る子どもの読書活動を支援します。さらに、

子どもが郷土岡山を大切に思い、世界に視野

を広げ、よりよい社会づくりに参画する心や

態度を育成するための資料を企画展示する等

のサービスを充実させます。 

がらサービスを行う必要がある。 

【指標】読み聞かせ参加人数：最終年度に     

３,０００人以上 

【指標】読み聞かせ参加人数：１,３４９人 

    （Ｒ元：２,７６０人） 

○学校図書館への支援 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

④学校図書館への支援の推進 

 学校図書館への協力貸出しに取り組むほ

か、学校図書館横断検索システムによって、

学校図書館間の資料の相互利用を進めます。

また、学校図書館担当職員（学校司書・司書

教諭）等を対象とした専門的な研修を開催す

るとともに、研修の必要性に応じて職員を派

遣します。なお、搬送実施校以外の市町村立

学校図書館等への支援については、最寄りの

市町村立図書館への搬送等によって行いま

す。 

 

[主な成果] 

・学校図書館への協力貸出し（当館所蔵資料の貸出し）、

学校図書館支援用図書貸出し（学校セット貸出し）は、

令和元年度を上回り、引き続き活用された。 

・学校図書館横断検索システムは、計２７校が接続してい

る。 

・学校図書館職員を対象として、タイムリーかつ参加者ニ

ーズを踏まえたテーマにより各種研修会を開催するとと

もに、要請を受け講師を派遣し、資質向上を図った。 

・２３市町村１８３小・中学校・高等学校を対象に、自治

体中央館を通じた資料搬送を試行的に実施した。 

・令和２年度に、学校図書館支援用図書（学校セット）を

活用した巡回展示を試行的に行い、５校で実施した。 

【指標】学校図書館への協力貸出冊数：最終    

年度に３４,０００冊以上 

【指標】学校図書館への協力貸出冊数：３５,３７０冊 

    （Ｒ元：３４,００８冊） 

⑤学校図書館との協力体制の構築 

 学校図書館と効果的に連携・協力できるよ

う、学校図書館協議会等との連携・協力に努

めます。また、県内公共図書館と地域の学校

図書館等とのネットワークの構築を支援しま

す。 

[主な成果] 

・学校図書館との連携・協力を図るため、岡山県高等学校

図書館ネットワーク研究委員会に参加し、助言等を行っ

た。また、岡山県高等学校教育研究会学校図書館部会司

書部会に参加し、情報提供を行った。 

・巡回相談を通じて、地域の公共図書館と学校図書館等と

の間のネットワークの状況を把握するとともに、情報提

供を行った。 

評価 

 新刊児童図書の全点収集など調査研究のための環境整備とともに、読み聞かせ等

子どもへのサービスの充実、さらには、研修等市町村・学校等への支援に取り組ん

だ結果、学校図書館への協力貸出冊数は目標を達成することができたが、読み聞か

せ参加人数については、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い臨時休館やイベント

の縮小をしたため目標達成することができなかった。 

２ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 
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（２）おかやま情報発信プログラム 

○郷土資料のデジタル化による情報発信 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①郷土資料の収集と利用の促進 

 郷土資料の収集については、量的充実と合

わせ、未所蔵資料の遡及収集に全力で取り組

みます。収集方法については、購入や寄贈の

ほかに、資料の必要性に応じて、他館所蔵資

料の複製やデジタル媒体の印刷製本等の柔軟

な方法で収集します（再掲）。さらに、記事

索引等の二次資料作成や、人物、事象等に関

する企画展示を通して利用を拡大し、岡山県

に関する専門的な調査・研究を支援します。 

[主な成果] 

・現在発行されている郷土資料については、県内市町村に

協力を求めるとともに、雑誌や新聞記事等の出版情報を

基に積極的に収集した。 

・古書については、古書目録や古本市、インターネット等

の情報を得て効果的な選定に努めた。 

・行政資料を中心に、デジタルデータでしか入手できない

ものについては、プリントアウト・製本して資料化し

た。 

[課題] 

・郷土資料の網羅的収集を継続していくことが重要であ

る。 

【指標】郷土資料蔵書冊数：最終年度に１５    

万冊以上【再掲】 

【指標】郷土資料蔵書冊数：１５３,４７１冊 

    （Ｒ元：１４７,１７６冊） 

②郷土資料のデジタル化の推進 

 長期保存の優先度合いの高い郷土資料

（ａ.貴重書の絵図、地図 ｂ.県の行政資料 

ｃ.和装本のうち岡山との関係が深いもの）

のデジタル化を、メディア工房支援ボランテ

ィアと連携しながら行うとともに、郷土情報

ネットワークへのデジタルアーカイブを行

い、保存と利用を両立させるよう努めます

（再掲）。県内にとどまらず広く情報発信す

ることに努めます。 

[主な成果] 

・長期保存の優先度合いの高い資料について、著作権保護

期間が過ぎて、利用頻度の高い資料を中心にデジタル化

するとともに、デジタル岡山大百科へ登録し、利用に供

した。  

[課題] 

・貴重な資料の長期保存と利用促進の観点から、引き続

き、計画的にデジタル化を進める必要がある。 

 

【指標】デジタル化した郷土資料点数：毎年    

度１０点以上【再掲】 

【指標】郷土情報ネットワークへのアクセス    

数：毎年度２０万件以上 

【指標】デジタル化した郷土資料点数：２５点 

    （Ｒ元：２５点） 

        郷土情報ネットワークへのアクセス数： 

    ４８９,１０１件（Ｒ元：３６８,８５１件） 

○他機関との連携による情報発信 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

③岡山県立図書館の魅力発信 

 岡山県立図書館についての理解が進むよう

に、企画展示、テーマ別リストの提供、イベ

ント等を通して、所蔵する資料の紹介を継続

的に行います。また、デジタル化した貴重資

料等を印刷物やインターネットサイト等で公

開し活用できるようにするとともに、民間企

業にも素材として提供できる機会を設けま

す。さらに、マスコットキャラクター「ヨム

ヨム」のしおりやブックカバー等を作成して

広く配布します。ホームページ上では、バー

チャルバックヤードツアーを行います。 

[主な成果] 

・各部門において、年間を通じて様々な企画展示を実施す

るとともに、県立図書館とことん活用講座や県立図書館

フェスタ等のイベントを開催し、利用促進につなげた。 

・デジタル岡山大百科の充実を図り、県民や民間企業の利

用に供した。 

・ＳＮＳ（facebook、twitter）を活用し、ほぼ毎日の頻度

で情報発信に努めた。 

・マスコットキャラクター「ヨムヨム」については、おは

なし会への継続参加の記念品としたほか、各種イベント

やマナーアップキャンペーン等啓発活動で積極的に活用

し、利用促進につなげた。 
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[課題] 

・普段図書館を利用しない層の掘り起しにつながるイベン

トや連携主体について引き続き情報収集、働きかけに努

める。 

④他機関と連携した岡山県の魅力発信 

 他機関と連携して岡山県の魅力を広く国内

外に発信し、岡山県への愛着と誇りを醸成し

ます。具体的には、岡山県と岡山商工会議所

が実施する「晴れの国おかやま検定」に連携

した展示等を行います。また、岡山カルチャ

ーゾーン加盟各施設や岡山県観光連盟と連携

したイベントを開催します。さらに、岡山県

に関する観光パンフレットを収集し提供しま

す。 

[主な成果] 

・岡山県に関する貴重な資料を有する県立博物館、県立記

録資料館はもとより、県庁各課や他機関等とも積極的に

連携し、多種多様な展示等を行った。 

・おはなし会参加者を対象に、平成２８年から開始の「岡

山クイズ」を引き続き実施した。 

・岡山カルチャーゾーン連絡協議会加盟施設である県立博

物館と連携し、同館から講師を招いて講演会を行った。

また、岡山シンフォニーホールとは、岡山フィルハーモ

ニック管弦楽団と連携してコンサートを開催した。 

・郷土資料のうち観光パンフレット等について、県内市町

村に協力を求め、積極的に収集した。 

評価 

  郷土資料蔵書冊数が前年度から約６,０００冊増加し伸びが見られるとともに、デ

ジタル化した郷土資料点数は目標を大きく上回った。また、郷土情報ネットワークへ

のアクセス数は目標を大きく上回った。 

５ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 

 

 



第３次中期サービス目標のサービス指標一覧

目標値
(a)

令和２年度実績
(b)

達成率
(b)/(a)

評
価

○来館者数 － 761,144人 －

○個人貸出冊数 － 1,149,382冊 －

○登録者数 － 285,888人 －

○登録率（県人口比） － 15.0人 －

○来館者アンケート利用者満足度 － 94.4% －

①蔵書回転率（貸出冊数÷蔵書冊数） 最終年度に１.０以上 0.73 73.0%

②障害者向け資料貸出冊数（延べ資料数）
※障害者サービス限定の資料：デイジー等に障害者を対象として
録音(録画)された資料

毎年度６,０００冊以上 5,608冊 93.5%

③インターネット予約貸出比率 毎年度個人貸出冊数の１２％以上 18.4％ 153.3%

○協力レファレンス件数 － 863件 －

④県内公共図書館への協力貸出冊数 毎年度４万冊以上 32,307冊 80.8%

⑤県内公立図書館の県民1人当たり個人貸出冊数 最終年度に７.０冊以上 5.95冊 85.0%

○レファレンス件数 － 78,703件 －

⑥レファレンスデータベース登録数 毎年度１８０件以上 185件 102.8%

⑦連携セミナー受講者のうち創業した人数 毎年度１０人以上 0 0.0%

⑧外部から導入して提供するデータベースサービス等
の利用者数

毎年度９００人以上 1,389人 154.3%

⑨サピエ図書館データのダウンロード点数 毎年度５,０００点以上 4,900点 98.0%

○新刊図書の購入冊数 － 30,525冊 －

⑩郷土資料蔵書冊数 最終年度に１５万冊以上 153,471冊 102.3%

⑪デジタル化した郷土資料点数 毎年度１０点以上 25点 250.0%

⑫読み聞かせ参加人数（お話のへや） 最終年度に３,０００人以上 1,349人 45.0%

⑬学校図書館への協力貸出冊数 最終年度に３４,０００冊以上 35,370冊 104.0%

おかや
ま情報

⑭ 郷土情報ネットワークのアクセス数 毎年度２０万件以上 489,101件 244.6% ５

○基本指標（太字）は、絶えず取り組むべき基本事項と位置付け、数値指標は設定していない。

総合評価

２

３

２

２

４

４

子
ど
も

読
書

指標名

　平成２８年３月に策定した第３次中期サービス目標に基づき、最終年度に
当たる令和２年度は、前年度末からの新型コロナウイルス感染症の影響によ
り様々な制約があったが、感染症対策をしながらのサービスに積極的に取り
組んだ。⑤県内公立図書館の県民一人当たり個人貸出冊数や⑫読み聞かせ参
加人数の指標については、感染症の影響を受けて目標を下回っているが、逆
に感染症対策の一環と思われるインターネット予約の貸出比率や郷土資料の
デジタル化などいくつかの項目において一定の成果が認められる。
　過去５年間の成果・課題を踏まえ、創意工夫による積極的な取組により、
第４次中期サービス目標の達成に向けて着実に推進していく。

3

＜達成レベル＞
５：目標を大きく上回る
４：目標を上回る
３：概ね目標水準
２：目標を下回る
１：目標を大きく下回る
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